
Press Release 
 

 

2011 年 5 月 9 日 
エーオンヒューイットジャパン株式会社 

 
 

エーオンヒューイットジャパン、日本人材ニュースと無料セミナー共催 
「グローバル人材の採用と育成、グローバル人材を活かす組織」 

2011年5月20日（金）13時半から 
 
組織人事コンサルティングおよびアウトソーシングの分野におけるグローバルリーディングカンパニ

ーであるエーオンヒューイットの日本法人として、グローバル人材育成、グローバル人事コンサルテ

ィング等のサービスを展開するエーオンヒューイットジャパン株式会社（本社：東京都千代田区、代

表取締役社長：堀江徹、以下、エーオンヒューイットジャパン）は、採用・人材育成を主なテーマと

する人事専門メディア・日本人材ニュースとの共催で、5 月 20 日（金）13:30～15:30 に無料セミナ

ーを実施します。 

 
経営環境がめまぐるしく変化する中で、グローバル市場に立ち向かうには、どのような人材戦略が必

要なのでしょうか。本セミナーでは、業績の向上に貢献できるグローバル人材を採用し、育成する力

を備え、その能力を活かす組織になるために、新たな成長を目指す企業が検討すべきことを考えます。 
 
厳しいグローバル競争環境の下、即戦力となるグローバル人材の採用、獲得に当たっては、その人物

像やスペックの見極めと絞込みが多くの企業にとって最初のハードルとなっています。そのような企

業にとっては、事業戦略を明確にするとともに、コンピテンシー、アセスメントなどさまざまな観点

やプロセスにおいて「自社が本当に求める人材は何か」「どのようにその人材を育て活かしていくの

か」 ということを現実的な側面をふまえて総合的に判断し、人材戦略を根幹から考えていくことが重

要です。特に、企業風土調査や社内で実施してきた人材育成の取り組み（研修等）結果を分析し、「自

社の企業風土と人材とのマッチング」「企業風土を変えられる人材、あるいは、足りない能力を埋め

る人材はどのような人材か」 といったことを考えることも非常に有効です。 
 
セミナー前半は、基調講演として、「グローバル人材の採用と育成」をテーマに、成長を目指す企業

がとるべき人材戦略についての提言を行います。後半は、グローバル人事コンサルティング、人材育

成の分野で経験豊富なコンサルタント達によるディスカッション形式のセッションで、成功・失敗等

の事例も交えながらグローバル人材戦略について深く掘り下げ、そこから、効果的な人材戦略の構築

と推進のための具体的な学びを得ていただける内容になる予定です。セミナー概要は以下のとおりで

す。 

 

<セミナー概要> 
日時:  2011 年 5 月 20 日（金）13:30～15:30（受付開始 13:15） 

会場:  エーオンヒューイットジャパン本社セミナールーム 

   （千代田区五番町 12 番地 1 番町会館 1 階 TEL: 03-3237-6222） 

参加費:  無料（事前申込制、定員 50 名） 

お申込方法: セミナー事務局宛に FAX（03-5211-4448）または日本人材ニュース web サイトの 

  オンライン申込フォームから（http://www.jinzainews.net）。 
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<プログラム> 
■ 日本人材ニュース（第一部） 

講演:   即戦力人材の採用に成功する会社・失敗する会社 

           ～人材コンサルティング会社の正しい使い方 

           吉越 利成 氏（日本人材ニュース統括編集長） 

 

■ エーオンヒューイットジャパン（第二部） 

基調講演:  グローバル人材の採用と育成 

           堀江 徹（エーオンヒューイットジャパン株式会社 代表取締役社長） 

 

ディスカッション: グローバル人材を活かす組織とは～成功・失敗事例に学ぶ 

           塩尻 出穂（エーオンヒューイットジャパン株式会社 

                  グローバル戦略コンサルティング ディレクター） 

           松崎 肇 （同 グローバル戦略コンサルティング  

                                         シニアコンサルタント） 

            蓜島
はいじま

 資幸（同 リーダーシップセンター マネージャー） 

 

 
＜本セミナーに関する一般お問合せ先＞ 
日本人材ニュース・セミナー事務局 
メール: jinzainews@impix.co.jp  TEL: 03-5211-4447 
 

 

【エーオンヒューイットジャパンについて】 
組織人事コンサルティングおよびアウトソーシングサービスの分野におけるグローバルリーディング

カンパニーのエーオンヒューイットは、クライアント企業のパートナーとして、福利厚生や人材管理

に関連して組織が直面する、複雑な財務上の課題解決と業績向上をお手伝いします。エーオンヒュー

イットが提供するサービスは、人事管理、退職金・年金、投資管理、保険・福利厚生、報酬等、人材

管理に関わる幅広い領域をカバーしており、クライアント企業に最適な提案、設計、導入、運用等を

行います。エーオンヒューイットの組織は世界90カ国/地域に展開し、29,000名のプロフェッショナ

ルを抱えています。エーオンヒューイットのサービスはクライアント企業とその従業員に対してより

働きやすい職場と環境の提供を実現するものです。エーオンヒューイットジャパンは、旧エーオンコ

ンサルティングジャパンと旧ヒューイット・アソシエイツの事業統合により2010年10月に日本で営業

を開始しました。 
 
 
 
<エーオンヒューイットジャパンに関する詳細> 
Webサイト  http://www.aon.com/japan 
Twitter アカウント   @AonHewittJP 
 
 
＜報道関係者お問い合わせ先＞ 
エーオンヒューイットジャパン広報代理 
有限会社シン 石川 
TEL: 03-5315-7534 / 090-5308-8849 
FAX: 03-5315-7535 
press@777.nifty.jp 
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